
森林生態系保護地域

生物群集保護林

希少個体群保護林

緑の回廊

保護林等区分 観　　点 調査の
選択

－

山火事・山腹崩壊・地すべり・
噴火等の災害発生状況調査

▶災害がどこで発生しているか。被害状況はどの程度か。

▶同上

▶同上

▶同上



手順概要

方法と留意点

情報収集1 データ整理2

1 情報収集

　森林管理局または森林管理署、場合によって国土交通省（出先機関）、都道府県の治山関係部局や、市町村
の土木事務所等より、保護林もしくは緑の回廊内における災害履歴情報を入手します。

＜入手する資料＞
◉ 山火事、山腹崩壊、地すべり、噴火等に関する災害復旧や防災関連事業等の公表資料等（災害区分、発生
年月日、災害面積等）

データ整理

①災害発生状況調査整理表の作成
　前項で収集した資料を様式に整理します。（様式27）

②災害履歴データの作成
　災害履歴情報をGISデータとして整理した上で、「保護林情報図」に追加します。位置が大まかにしか分か
らない場合は、おおよそのエリアを図示します。また、必要に応じて拡大した図面を整理します。（様式28）

③調査資料の整理
　収集した調査資料はできるだけデジタルデータとして整理します。調査資料名が分かるよう、様式に整理し
ます。（様式５）

2

災害履歴情報等（災害復旧、防災関連事業）を利用し、災害種類や件数、面積、分布等を整理する。

山火事・山腹崩壊・地すべり・噴火等の災害発生状況調査（資料調査）
J



調査によって、調査手法や調査対象が異なることがあるため、必要に応じて調査手法等を様式の備考に記
入します。（様式５）

※なお、モニタリング結果について、結果概要、評価・課題等を分かりやすい形で整理するため、総括整理表
を作成します。（様式37または様式38）

留意事項

GIS データとして整理する調査データの例

災害履歴_荒尾山
モミ希少個体群保
護林

災害履歴情報
シェープファイル（ポ
イント、ライン、ポリゴ
ン）

• 災害区分
• 整理番号
• 災害発生年月日

• 様式28



手順概要

方法と留意点

情報収集1 立体視判読による
災害区分

2 災害発生状況図の
作成

3 災害発生状況調査
整理表の作成

4

1 情報収集

　災害発生状況図の作成に必要な資料を森林管理局または森林管理署等より入手します。

＜収集する資料＞
◉ 国有林GISデータ（林班界、小班界）
◉ 国有林野施業実施計画図
◉ 災害履歴、地すべり地形分布図※等
◉ 空中写真（ステレオペアの単写真）
　※（国研）防災科学技術研究所

＜空中写真等の入手方法＞
　空中写真は５年ごとに撮影されていることが多いですが、場所によっては更新が不定期です。また、国（国
土地理院・林野庁等）や都道府県だけではなく、民間企業等で撮影されていることもありますので、幅広く検索
しましょう。
　森林地域の空中写真については、まず林野庁のウェブサイトの空中写真撮影区域図で撮影者を確認します。
林野庁が撮影した区域の空中写真については森林管理局に問い合わせ、それ以外は記載された管理委託業
者に問い合わせます。
　また、現在、都市部の空中写真は国土地理院で撮影しており、国土地理院のウェブサイトで閲覧・購入する
ことができます。また、同ページでは過去の森林地域の空中写真も閲覧・購入することができます。

保護林区域を明示した空中写真を（立体視）判読して、災害発生箇所（山腹崩壊等）を確認する。

山火事・山腹崩壊・地すべり・噴火等の災害発生状況調査
（リモートセンシング）K



2 立体視判読による災害区分

　空中写真を用いて、立体視判読による災害区分を行います。
　立体視判読による画像処理は専用の機材や専門的な技術が求められるため、必要に応じて専門のコンサル
ティング業者等への委託を検討しましょう。

立体視判読の方法
　アナログ空中写真の場合は、実体視鏡を利用して空中写真を立体視します。デジタル空中写真を利用する
場合は、立体視ソフトを利用して、パソコン上で一度に大面積を立体視することが可能です。
　災害の区分は、表（災害区分の例）を参考に設定します。
　災害の特徴（色調、形状、大きさ等）や災害履歴、地すべり地形分布図等を手掛かりに、目視で災害箇所を
判読し、区分線を図上に描画します。
　一般に、判読の経験に基づく技術力が必要とされますが、区分精度が高いことが特徴です。

災害発生状況図の作成

　立体視判読結果をGISで利用できる形式（位置情報付きのラスタデータ）に整理します。（様式28）
　座標系は平面直角座標系（JGD2000）とし、対象保護林が所在する地域が含まれる座標系番号を適切に設
定します。

3

災害区分

山火事

山腹崩壊

地すべり

噴火

赤

黄

青

オレンジ

実体視鏡を利用した立体視 立体視ソフトを利用した立体視



災害発生状況調査整理表の整理

　災害発生状況図作成によって得た情報を様式に整理します。（様式29）
　災害区分別面積は、GIS上で計算します。
　また、次回作成時の参考となるよう、災害発生情報図作成の際に利用したデータやソフトウエア及び判読方
法について、できるだけ詳細に記載します。

※なお、モニタリング結果について、結果概要、評価・課題等を分かりやすい形で整理するため、総括整理表
を作成します。（様式37または様式38）

4

GIS データとして整理する調査データの例

空中写真_図郭１

災害発生状況図_
荒尾山モミ希少個
体群保護林

空中写真

災害発生状況図

位置情報付きラスタデータ
（GeoTIFF、ワールドファイ
ル付きJPEG等）

• 災害区分
• 面積

位置情報付きラスタデータ
（GeoTIFF、ワールドファイ
ル付きJPEG等）

－－

• 様式28

災害区分について
立体視判読はやや専門性が高いため、必要に応じて判読方法をマニュアル化しましょう。
空中写真等の保存について
写真判読を行わないとしても、最新の空中写真を取得し、必要に応じてすぐにデータが活用できるようデータ
の所在、諸元、特性等を整理した上で保存しておくと、今後モニタリングを行う上で重要な情報となります。

留意事項

K . 山火事・山腹崩壊・地すべり・噴火等の災害発生状況調査（リモートセンシング）



森林生態系保護地域

生物群集保護林

希少個体群保護林

緑の回廊

保護林等区分 観　　点 調査の
選択

－

病虫害・鳥獣害・気象害の
発生状況調査

▶病虫害・鳥獣害・気象害は発生しているか。被害状況はどの
　程度か。

▶同上

▶同上

▶同上

※森林概況調査については、「D. 病虫害・鳥獣害・気象害の発生状況調査（森林概況調査）」に別掲



手順概要

方法と留意点

情報収集1 データ整理2

1 情報収集

　対象保護林の現況を把握するため、前回の調査以降に行われた資料（調査結果）を収集します。「A. 森林
タイプの分布等状況調査（資料調査）」で作成した「保護林情報図」と照らし合わせ、必要な調査地点の資料
を入手します。主な資料の入手方法と調査対象とする項目は以下のとおりです。

森林生態系多様性基礎調査※

（入手方法）
　国有林野内で実施された調査地点の情報については各森林管理局の計画課、また保護林に隣接する民有
林部分については林野庁計画課（あるいは各都道府県の森林部署）で管理されているため、問い合わせて確
認します。
　※平成21年度まで、「森林資源モニタリング調査」として実施
（調査対象項目）
　• 「様式３－１立木調査表」
　• 「様式３－２立木調査総括表」

病虫害・鳥獣害・気象害に関する対策・防除事業等の資料
（入手方法）
　森林管理局又は森林管理署、都道府県の病虫害等防除事業等担当部局や各地の林業試験場等に問い合
わせて確認します。

捕獲記録等の資料
（入手方法）
　各都道府県及び市町村の鳥獣対策関連部署（例：北海道エゾシカ対策課や高知県鳥獣対策課等）に問い

既存資料等を利用し、病虫害・鳥獣害・気象害による被害状況を調査する。

病虫害・鳥獣害・気象害の被害状況調査（資料調査）
L



2

GIS データとして整理する調査データの例

病虫害等被害情報
_荒尾山モミ希少
個体群保護林

病虫害等被害情
報

シェープファイル（ポ
イント、ライン、ポリゴ
ン）

• 被害区分
• 整理番号 • 様式30

留意事項

合わせて確認します。
（調査対象項目）
• 狩猟鳥獣の捕獲記録（特に、近年野生鳥獣の被害が出ている地域については、シカ・イノシシ・サル等によ
る被害の情報を収集します。）

データ整理

①病虫害等の発生状況調査整理表の作成　
　前項で収集した資料を様式に整理します。（様式31）

②病虫害等被害データの作成
　病虫害等被害情報をGISデータとして整理した上で、「保護林情報図」に追加します。位置が大まかにしか
分からない場合は、おおよそのエリアを図示します。また、必要に応じて拡大した図面を整理します。（様式30）

③調査資料の整理
　収集した調査資料はできるだけデジタルデータとして整理します。調査資料名が分かるよう、様式に整理し
ます。（様式５）

調査によって、調査手法や調査対象が異なることがあるため、必要に応じて調査手法等を様式の備考に記
入します。（様式５）

※なお、モニタリング結果について、結果概要、評価・課題等を分かりやすい形で整理するため、総括整理表
を作成します。（様式37または様式38）



手順概要

方法と留意点

調査実施に向けた
検討

1 調査の実施2 調査データの整理3

1 調査実施に向けた検討

　森林生態系多様性基礎調査マニュアル（立木調査に関する項目）に準拠もしくは一部改変し、以下のア、イ
を実施します。

ア．被害木調査
 プロット内で胸高直径５cm以上の被害木を対象に、被害区分及び樹種等を記録します。
イ．定点写真の撮影
 調査プロットを撮影します。

※ 「E. 樹木の生育状況調査（森林詳細調査）」は、当調査項目の調査内容もカバーしています。
「E. 樹木の生育状況調査（森林詳細調査）」を実施する場合は、効率的な調査実施の観点から、そちらの
調査結果の活用を検討します。

①調査地点の設定
　調査地点は、地形や標高、林相等を考慮しつつ、被害状況を定量的・継続的に把握するのに適した箇所を
選定します。必要に応じて被害が発生していない箇所も標準地として設定します。

調査地点へ容易に短時間で到達するため、保護林周辺の路網の現況等を事前に確認しましょう。
調査地点設定の際には、必要に応じて学識経験者等の意見を聴きましょう。
調査時期は、林内の状況を把握するため、着葉期に実施することが望まれます。

留意事項

プロット内の樹木の病虫害・鳥獣害・気象害による被害状況を定量的に調査する。

病虫害・鳥獣害・気象害の発生状況調査（森林詳細調査）
M



②調査用具・器材の準備
　「E. 樹木の生育状況調査（森林詳細調査）　１.調査実施に向けた検討」で示した調査に使用する用具・器
材に準拠します。

調査の実施

①調査地点への移動
　「E. 樹木の生育状況調査（森林詳細調査）　２.調査の実施　①調査地点への移動」に準拠します。

②調査プロットの設定
　「E. 樹木の生育状況調査（森林詳細調査）　２.調査の実施　②調査プロットの設定」に準拠します。

③被害木調査
　プロット内で胸高直径５cm以上の全ての被害木を対象に、樹種・胸高直径・樹高及び被害区分を野帳に記
録します。（様式32）
　調査方法は、「E. 樹木の生育状況調査（森林詳細調査）　２.調査の実施　③調査の実施　ア立木調査」に
準拠します。

④定点写真の撮影
　「E. 樹木の生育状況調査（森林詳細調査）　２.調査の実施　③調査の実施　イ定点写真の撮影」に準拠し
撮影してください。
　なお、特徴的な被害木に関しては、被害箇所や大きさが分かるようにメジャーを当てた写真を撮影します。
（様式19等に追加して添付してください）

2

3 調査データの整理

　現地調査終了後、調査野帳及び定点写真をデジタルデータとして整理します。（様式17、様式18、様式19、
様式32）

　到達経路情報は、次回の調査実施者が到達の際に利用することを念頭に、分かりやすく、必要な情報を明
示します。（様式14、様式15、様式16）

調査プロット到達経路情報（地図）（様式 15）の記載内容

• 1/5,000 地図上に、書き入れられる範囲で、出発地から駐車位置、プロット
までの経路を記入する。（使用した幹線道路、林道、作業道、歩道を明記する。）
1/5,000 地図がない場合等は、相当縮尺程度のその他の地図等を利用する。
1/25,000 の地形図を 1/5,000 相当に拡大して利用しても良い。到達情報に示
した岐路、地物等の位置、林道の鍵の有無、近隣挨拶の必要性、路面状況等、
次期調査時の再到達に役立つよう、詳細な情報を記入する。
• 電子地図を利用し、GPS ログを重ね、情報をテキストで記入した図面を
JPEG出力して登録しても良い。

詳細図



到達経路_地点１

調査箇所_地点１

写真_天頂

全天球写真_地点１

調査プロット到達
経路

現地調査箇所

写真

全天球写真

シェープファイル（ラ
イン）もしくはGPXフ
ァイル

• 調査実施年月日

• 調査箇所名等
• 調査実施年月日

• 撮影日時
• 撮影位置情報
　（緯度経度）

• 撮影日時
• 撮影位置情報
　（緯度経度）

シェープファイル（ポ
イント）

JPEG

JPEG

GIS データとして整理する調査データの例

• 様式14

• 様式14

• 様式19

• 様式19

• 1/20,000 ～ 1/25,000 地図上に、出発地や市街地から駐車位置、プロットま
での経路を赤色で記入する（使用した幹線道路、林道、作業道、歩道も明
示する）。
• 到達情報に示した岐路、地物等の位置を記入する。
• 電子地図を利用し、GPS ログを重ねた図面を JPEG 出力して登録しても良
い。

概略図

【留意事項】
調査野帳は、手書きをスキャンするのではなく、機械判読可能なデジタルデータとして保存します。（ワード、
エクセル等）
GPSで取得した位置座標やルートの記録は、「世界測地系」（例：JGD2000、JGD2011、WGS84）の緯度経度
で記録・整理してください。（※平面直角座標系は使用しない。）

※なお、モニタリング結果について、結果概要、評価・課題等を分かりやすい形で整理するため、総括整理表
を作成します。（様式37または様式38）

留意事項

M . 病虫害・鳥獣害・気象害の発生状況調査（森林詳細調査）



森林生態系保護地域

生物群集保護林

希少個体群保護林

緑の回廊

保護林等区分 観　　点 調査の
選択

▶主にどのような学術研究に利用されているか。

▶同上

▶同上

▶森林環境教育の場として利用されているか。 －

論文等の発表状況調査

森林環境教育の場としての
利用状況調査



手順概要

方法と留意点

検索1 資料の整理2

1 検索

①資料の検索
　前回の保護林モニタリング調査以降に公表された対象保護林に関する主要な研究成果や緑の回廊内で行
われた主要な森林環境教育のイベント等をインターネット等により検索します。

研究成果等の検索先の例
（機関）
　国の研究機関、地元の大学や森林・環境に関係する学部等がある大学、都道府県の林業試験場等、森林管
理局や森林管理署、民間の研究機関等
（キーワード）
　保護林名（例：いろは森林生態系保護地域）、学会名（例：日本森林学会、日本生態学会、日本哺乳類学会、
日本昆虫学会）等

森林環境教育等の検索先の例
（機関）
　森林管理局や森林管理署、世界自然遺産地域のビジターセンター、地元のNPO、NGO等
（キーワード）
　保護林名（例：いろは森林生態系保護地域）、森林環境教育、観察会、イベント、ツアー等

インターネット等を利用し、学術論文数や、森林環境教育のイベント情報等を整理する。

N 論文等の発表状況調査（資料調査）
森林環境教育の場としての利用状況調査（資料調査）



2 資料の整理

①資料調査整理表の作成
　前項で収集した資料の一覧を様式に整理します。（様式33または様式34）

※なお、モニタリング結果について、結果概要、評価・課題等を分かりやすい形で整理するため、総括整理表
を作成します。（様式37または様式38）





森林生態系保護地域

生物群集保護林

希少個体群保護林

緑の回廊

保護林等区分 観　　点 調査の選択

▶対象保護林の設定目的や課題に対応した管理
　体制、事業・取組となっているか。

▶同上

▶同上

▶対象緑の回廊の設定目的や課題に対応した管
　理体制、事業・取組となっているか。

外来種駆除、民国連携の
生物多様性保全に向けた事業・取組実績、

巡視の実施状況調査

普及啓発の実績、巡視の実施状況調査

保護林等整備・保全
対策による事業等が
行われている場合に
は必須

保護林等整備・保全
対策による事業等が
行われている場合に
は必須



手順概要

方法と留意点

聞き取り1 調査表の作成2

1 聞き取り

　森林管理局・森林管理署、都道府県、市区町村、環境省の地方環境事務所等から、ヒアリングします。

＜ヒアリング項目とヒアリング内容の例＞
◉ 野生鳥獣の保護管理
　保護林・緑の回廊においてシカ等の保護管理事業を実施したか、もしくは現在実施しているか。どの程度の
規模でどのような取組みを実施したか、もしくは実施しているか等

◉ 外来種対策
　保護林・緑の回廊において外来種駆除事業等を実施したか、もしくは現在実施しているか。どの外来種を
対象としているか、また具体的にどのような取組みを実施したか、もしくは実施しているか等

◉ 管理体制
　保護林・緑の回廊において巡視を行っているか、巡視はどのように行っているか、また結果はどのように整
理・管理しているか等

◉ 普及・啓発
　保護林・緑の回廊に関するイベントやウェブサイト等による広報活動を行っているか。どのような内容か等

◉ その他　課題・問題点等

業務資料や担当官への聞き取り調査により、保護林または緑の回廊の管理体制、事業・取組実績を確認する。

外来種駆除、民国連携の生物多様性保全に向けた事業・取組実績、
巡視の実施状況調査（聞き取り調査）

普及啓発の実績、巡視の実施状況調査（聞き取り調査）
O



2

　保護林・緑の回廊の維持管理に際して何か課題は生じているか。地域住民や地元のNPO等からの問い合
わせ等はあるか等

調査表の作成

　ヒアリング結果を、様式に整理します。（様式35、様式36）

※なお、モニタリング結果について、結果概要、評価・課題等を分かりやすい形で整理するため、総括整理表
を作成します。（様式37または様式38）





森林生態系保護地域

生物群集保護林

希少個体群保護林

緑の回廊

保護林等区分 観　　点 調査の選択

－

▶対象個体群が減少したり被害を受けたり
　していないか。

－ －

－

－

－

※動物調査について、対象
個体群の定量的な観察が
難しい場合は生育・生息環
境の調査を行うこととして
「樹木の生育状況調査」「下
層植生の生育状況調査」に
代えることができる

保護対象樹種・植物群落・
動物種の生育・生息状況調査



手順概要

方法と留意点

情報収集1 データ整理2

1

データ整理

①調査資料整理表の作成
　前項で収集した調査資料の一覧を様式に整理します。（様式３）

②調査地点データの作成
　調査地点をGISデータとして整理した上で、「保護林情報図」に追加します。位置が大まかにしか分からな
い場合は、おおよそのエリアを図示します。また、必要に応じて拡大した図面を整理します。（様式４）

情報収集

　保護対象個体群が樹木もしくは下層植生（草本）の場合は、「C. 樹木の生育状況調査（資料調査）　１.情報
収集　②資料の入手」もしくは「F. 下層植生の生育状況調査（資料調査）　１.情報収集　②資料の入手」に
準拠します。
　また、保護対象個体群が野生動物の場合は、「H． 野生動物の生息状況調査（資料調査）　１.情報収集　
②資料の入手」に準拠します。

※ 保護対象樹種に関して、「C. 樹木の生育状況調査（資料調査）」及び「F. 下層植生の生育状況調査（資料
調査）」を実施している、もしくは計画している場合は、効率的な調査実施の観点から、そちらの調査結果
の活用を検討します。

収集した資料には希少種に関する情報が含まれていることがあるため、取扱いに際しては十分に注意が必
要です。

留意事項

2

既存資料（森林生態系多様性基礎調査、モニタリングサイト1000等）を活用し、対象個体群の生育状況・生息数、
生息密度を調査する。

P
保護対象樹種・植物群落・動物種の生育・生息状況調査（資料調査）



③調査資料の整理
　収集した調査資料はできるだけデジタルデータとして整理します。調査資料名が分かるよう、様式に整理し
ます。（様式５）

収集した資料には希少種に関する情報が含まれていることがあるため、取扱いに際しては十分に注意が必
要です。
調査によって、調査手法や調査対象が異なることがあるため、必要に応じて調査手法等を様式の備考に記
入します。（様式５）

※なお、モニタリング結果について、結果概要、評価・課題等を分かりやすい形で整理するため、総括整理表
を作成します。（様式37または様式38）

留意事項

GIS データとして整理する調査データの例

調査地点_モニタリ
ングサイト1000

調査地点
シェープファイル（ポ
イント、ライン、ポリゴ
ン）

• 調査名
• 調査地点名（ID等）
• 調査実施年月日
• その他

• 様式４



手順概要

方法と留意点

調査実施に向けた
検討

1 調査の実施2 調査データの整理3

1 調査実施に向けた検討

対象が樹木の場合
　森林生態系多様性基礎調査のマニュアル（立木調査に関する項目）に準拠し、以下のア、イを実施します。

ア．立木調査（胸高直径・樹高測定）
 小円部は胸高直径１cm以上、中円部では胸高直径５cm以上、大円部では胸高直径18cm以上の立木を対
象に測定します。
イ．定点写真の撮影
 調査プロットを撮影します。

対象が植物群落（草本）の場合
　森林生態系多様性基礎調査マニュアル（下層植生調査に関する項目）に準拠し、以下のア、イを実施します。

ア．植生（種組成）調査
 植生調査区内の植被率、優占種及び出現した植物種を記録します。
イ．定点写真の撮影
 調査プロット及び植生調査区を撮影します。

上記の手法で対応できない保護対象個体群の場合
　対象種に特化した調査を行います。
　例えば、ゴイシツバメシジミの食草であるシシンランのモニタリングが必要な場合は、シシンランの生育箇所
とその数や健全度を記録します。

【樹木】プロット内の対象樹種を計測（胸高直径・樹高、被害状況等）し、全天球写真を利用してプロット内の状況を定点観察する。
【植物群落】プロット内の対象個体群を計測（出現数等）し、全天球写真を利用してプロット内の状況を定点観察する。

保護対象樹種・植物群落・動物種の生育・生息状況調査（森林詳細調査）
Q



調査の実施

①調査地点への移動
　「E. 樹木の生育状況調査（森林詳細調査）　２.調査の実施　①調査地点への移動」に準拠します。

②調査プロットの設定
　「E. 樹木の生育状況調査（森林詳細調査）　２.調査の実施　②調査プロットの設定」もしくは「G. 下層植
生の生育状況調査（森林詳細調査）　２.調査の実施　②調査プロットの設定」に準拠します。

③立木調査及び定点写真の撮影　＜対象が樹木の場合＞
　調査方法は、「E. 樹木の生育状況調査（森林詳細調査）　２.調査の実施　③調査の実施」に準拠します。

④植生（種組成）調査及び定点写真の撮影　＜対象が植物群落（草本）の場合＞
　調査方法は、「G. 下層植生の生育状況調査（森林詳細調査）　２.調査の実施　③植生（種組成）調査、④
定点写真の撮影」に準拠します。

調査データの整理

　現地調査終了後、調査野帳及び定点写真をデジタルデータとして整理します。（様式17、様式18、様式19、
様式20または様式21）

　到達経路情報は、次回の調査実施者が到達の際に利用することを念頭に、分かりやすく、必要な情報を明
示します。（様式14、様式15、様式16）

2

留意事項

①調査地点の設定
　調査地点は、地形や標高、林相等を考慮しつつ、保護対象個体群の生育・生息状況を定量的・継続的に把
握するのに適した箇所を選定します。

調査地点へ容易に短時間で到達するため、保護林周辺の路網の現況等を事前に確認しましょう。
調査地点設定の際には、必要に応じて学識経験者等の意見を聴きましょう。
特定の樹種について調査をする必要がある場合には、それらを含む場所を選定します。
調査時期は、下層植生の状況を把握するため、着葉期に実施することが望まれます。
下層植生は、時期によって確認できる種が異なることもあるため、できるだけ前回調査時と同一時期に実施
します。

②調査用具・器材の準備
　「E. 樹木の生育状況調査（森林詳細調査）　１.調査実施に向けた検討」で示した調査に使用する用具・器
材に準拠します。

3



【留意事項】
調査野帳は、手書きをスキャンするのではなく、機械判読可能なデジタルデータとして保存します。（ワード、
エクセル等）
GPSで取得した位置座標やルートの記録は、「世界測地系」（例：JGD2000、JGD2011、WGS84）の緯度経度
で記録・整理してください。（※平面直角座標系は使用しない。）

※なお、モニタリング結果について、結果概要、評価・課題等を分かりやすい形で整理するため、総括整理表
を作成します。（様式37または様式38）

留意事項

調査プロット到達経路情報（地図）（様式 15）の記載内容

• 1/5,000 地図上に、書き入れられる範囲で、出発地から駐車位置、プロット
までの経路を記入する。（使用した幹線道路、林道、作業道、歩道を明記する。）
1/5,000 地図がない場合等は、相当縮尺程度のその他の地図等を利用する。
1/25,000 の地形図を 1/5,000 相当に拡大して利用しても良い。到達情報に示
した岐路、地物等の位置、林道の鍵の有無、近隣挨拶の必要性、路面状況等、
次期調査時の再到達に役立つよう、詳細な情報を記入する。
• 電子地図を利用し、GPS ログを重ね、情報をテキストで記入した図面を
JPEG出力して登録しても良い。

• 1/20,000 ～ 1/25,000 地図上に、出発地や市街地から駐車位置、プロットま
での経路を赤色で記入する（使用した幹線道路、林道、作業道、歩道も明
示する）。
• 到達情報に示した岐路、地物等の位置を記入する。
• 電子地図を利用し、GPS ログを重ねた図面を JPEG 出力して登録しても良
い。

詳細図

概略図

到達経路_地点１

調査箇所_地点１

写真_天頂

全天球写真_地点１

調査プロット到達
経路

現地調査箇所

写真

全天球写真

シェープファイル（ラ
イン）もしくはGPXフ
ァイル

• 調査実施年月日

• 調査箇所名等
• 調査実施年月日

• 撮影日時
• 撮影位置情報
　（緯度経度）

• 撮影日時
• 撮影位置情報
　（緯度経度）

シェープファイル（ポ
イント）

JPEG

JPEG

GIS データとして整理する調査データの例

• 様式14

• 様式14

• 様式19

• 様式19

Q . 保護対象樹種・植物群落・動物種の生育・生息状況調査（森林詳細調査）



● 現地調査時に記入する様式
○ 調査準備、調査結果整理に用いる様式

様式一覧



保護林情報図整理表
A
様式集R



①：保護林情報図作成で得られた保護林内の森林タイプの区分ごとの面積を記入します。
②：保護林全体の面積に対する森林タイプの区分ごとの面積の比を記入します。
③～⑥：森林生態系保護地域の場合は、保存地区、保全利用地区別に森林タイプの区分ごとの面積・割合を記入し
ます。
⑦⑧：森林生態系保護地域・生物群集保護林の場合は、保護林全域に対する保存地区、保全利用地区の割合を記
入します。



樹種分類図整理表

R . 様式集



①：保護林情報図作成で得られた保護林内の樹種区分ごとの面積を記入します。
②：保護林全体の面積に対する樹種区分ごとの面積の比を記入します。
③～⑥：森林生態系保護地域・生物群集保護林の場合は、保存地区、保全利用地区別に樹種区分ごとの面積・割合
を記入します。
⑦⑧：森林生態系保護地域・生物群集保護林の場合は、保護林全域に対する保存地区、保全利用地区の割合を記
入します。

 



資料調査整理表

 
   

R . 様式集



調査地点位置図

  



  

調査資料

R . 様式集



調査ルート情報



調査ルート到達経路情報（地図）

  

R . 様式集



調査ルート・調査地点等位置図

  



 

 

  

調査ルート情報（写真）

R . 様式集



  
 

  

調査ルート情報（写真）



樹木・下層植生の生育状況、病虫害・鳥獣害・気象害の発生状況調査表（１）

R . 様式集



付属資料 林分の発達段階の模式図

 

 

  



樹木・下層植生の生育状況、病虫害・鳥獣害・気象害の発生状況調査表（２）

 

R . 様式集



エゾシカ影響評価簡易チェックシート

 



ニホンジカ影響評価簡易チェックシート

  

R . 様式集



付属資料 シカによる被害：被害レベル区とその概要  

  



調査プロット到達経路情報

R . 様式集



調査プロット到達経路情報（地図）



調査プロット到達経路情報（写真）

 

 

R . 様式集



調査プロット到達経路情報（写真）

 

 

 



調査プロット情報

0  2 5.64 11.28 17.84 1.36
3  7 5.65 11.31 17.88 1.36
8  12 5.69 11.37 17.98 1.37
13  17 5.74 11.48 18.15 1.38
18  22 5.82 11.64 18.40 1.40
23  27 5.93 11.85 18.74 1.43
28  32 6.06 12.13 19.17 1.46
33  37 6.23 12.47 19.71 1.50
38  42 6.45 12.89 20.38 1.55
43  47 6.71 13.42 21.22 1.62
48  52 7.04 14.07 22.25 1.69

m

m

R . 様式集



調査プロット情報（見取り図）

 



調査プロット情報（写真１）

    

   

 

 

R . 様式集



調査プロット情報（写真２）

 

 

 



調査プロット情報（写真３）

R . 様式集



立木調査表

 



下層植生調査表

２
100

 

R . 様式集



自動撮影カメラ情報



自動撮影調査表

R . 様式集



自動撮影調査結果

 
 

 
  



鳥類の生息状況調査表

 

 

R . 様式集



鳥類の生息状況調査結果

 
 

 

  



災害発生状況調査整理表（資料調査）

 
 

R . 様式集



災害発生状況図

 
 



災害発生状況調査整理表

 
 

   

①：被害情報図作成で得られた被害区分別の面積を記入します。
②：保護林全体の面積に対する被害区分ごとの面積の比を記入します。
③～⑥：森林生態系保護地域・生物群集保護林の場合は、保存地区、保全利用地区別に被害区分ごとの面積・割合
を記入します。

R . 様式集



被害情報図

 
 

 

 
  



病虫害等の被害状況調査整理表

 

R . 様式集



病虫害等の発生状況調査表

 
 

No.

238 29

5.0cm

cm
m

20

1 59 8.8 5.3

2 60 939 42.6 20.8

3 61 942 38.8 18.8

4 62 947 35.5 19.7

5 63 951 30.5 18.4

6 64 12.2 8.3

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

  



文献調査整理表

 
 

No.

1 2017

2 2016

3 2016

4 2015

5 2014

6 2013

7

8

9

10
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森林環境教育の場としての利用状況調査表

 
 

 
   



聞き取り調査整理表
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聞き取り調査表
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